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　学習院女子大学は1998（平成10）年に開学したリベ
ラルアーツ型大学ですが、その歴史は1877（明治10）
年に開設された学習院や、1885（明治18）年創設の華
族女学校にまで遡ります。
　開学当初から時代を先取りした「国際文化交流学部」を
設置し、一貫して国際化を見据えた教育を実践。日本の伝
統文化を含む多様な文化や異文化理解などの開講科目に加
え、体験型の海外研修などにより、グローバルな人材を育
成しています。
　2023（令和５）年度からは「データサイエンス教育プ
ログラムの新設」「国際的・学際的な学びの強化」「探求的で
実践的な学びの深化」の３つの柱からなる、新たなカリ
キュラムを開始。予測困難な時代を生き抜く力を育んでい
くことを目指します。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
×
国
際
・
学
際
×
探
求
で

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
持
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
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地
球
的
視
野
で
物
事
を
考
察
す
る

〝
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
〟
を
育
成

　

学
習
院
女
子
大
学
は
、
新
宿
に
も
ほ
ど

近
い
利
便
性
の
よ
い
場
所
に
あ
り
な
が
ら
、

緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

開
学
当
初
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
先
取

り
し
た
「
国
際
文
化
交
流
学
部
」
を
設
置

し
、
現
在
は
そ
の
中
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
異

な
る
３
つ
の
学
科
  （1）

で
あ
る
日
本
文
化
学

科
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
設
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
が
高
い
専

門
性
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
３
学
科
を
貫

く
共
通
の
目
的
は
「
関
連
諸
学
問
に
対
す

る
高
い
識
見
を
有
す
る
と
と
も
に
、
豊
か

な
教
養
と
地
球
的
視
野
を
持
ち
、
文
化
の

交
流
と
相
互
理
解
を
通
じ
て
国
際
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」
で
す
。

　

教
育
学
を
専
門
と
す
る
大
桃
敏
行
学
長

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
人

や
モ
ノ
、
情
報
な
ど
が
国
境
を
越
え
て
地

球
規
模
に
広
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
地

球
的
視
野
で
物
事
を
考
察
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
技
術
革
新
や
人
口
動
態

の
変
化
、
自
然
環
境
の
変
化
な
ど
で
先
が

見
え
に
く
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
力

徴
は
、「
多
様
性
に
開
か
れ
た
学
び
」
で

す
。
小
規
模
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
型
大
学
と

し
て
、
人
文
社
会
科
学
や
情
報
な
ど
幅
広

い
分
野
を
学
び
、
深
い
教
養
に
根
ざ
し
た

文
化
へ
の
造
詣
を
培
い
ま
す
。

　

多
文
化
学
際
科
目
群
の
授
業
で
は
、
既

存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
教
員
自
身
が

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
意
欲
的
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年

度
は
９
つ
の
授
業
を
用
意
し
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
授
業
が
、
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
複
数
の
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
の
視
点
か
ら
講
義
す
る
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

「
英
語
で
学
ぶ
現
代
日
本
」
で
は
、
政

治
・
外
交
・
経
済
か
ら
マ
ン
ガ
や
食
文
化

な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
教
員
自
身

が
作
成
し
た
英
語
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
全
体
像
を
英
語
で
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
外
国
の

方
に
日
本
の
こ
と
を
概
説
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
授
業
で
す
。
ま
た
、
人

口
減
少
社
会
で
あ
る
日
本
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
課
題
設
定
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

取
り
込
ん
で
学
ぶ
「
地
域
活
性
化
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
い
う
授
業
で
は
、
地
域
の
多
義

性
や
、
そ
の
活
性
化
の
た
め
の
課
題
が
持

つ
複
層
性
を
認
識
し
、
達
成
の
た
め
に
は

分
野
横
断
的
・
統
合
的
な
視
点
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の
海

外
同
時
授
業
  （2）

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
両
大
学
で
同
時
に
行
わ
れ
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
学
生
同
士
が
活
発
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
も
の
で
、
学
生
に

と
っ
て
得
難
い
経
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
、
日
本
の
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
語
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
展
開
さ
れ
る
、
学
習
院

女
子
大
学
の
教
育
の
３
つ
の
大
き
な
特
徴

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

実
践
的
・
体
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

国
際
化
を
強
力
に
推
進

　

第
一
の
特
徴
は
「
国
際
化
の
推
進
」
で

す
。
留
学
と
海
外
研
修
、
授
業
の
３
つ
の

柱
を
中
心
に
、
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

留
学
に
つ
い
て
は
、
１
学
年
３
５
５
人

の
学
生
規
模
と
し
て
は
極
め
て
多
い
24
を

数
え
る
海
外
協
定
校
を
有
し
て
い
ま
す
。

単
位
互
換
が
で
き
る
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
の
レ

ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
留
学
も
あ
り
、
短
期
・
長
期
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ア
メ
リ

カ
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
各
種
の
国
際
機

関
や
文
化
機
関
、
行
政
機
関
、
歴
史
施
設

な
ど
を
訪
問
し
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
人
達
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
「
ワ
シ

ン
ト
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
カ
ナ
ダ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
韓
国
で
の
語
学
研
修
、

中
欧
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
な
ど

で
の
国
際
協
力
研
修
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
実

践
的
か
つ
体
験
的
で
、
先
進
国
の
み
な
ら

ず
途
上
国
で
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
長

期
休
暇
に
実
施
さ
れ
る
た
め
学
業
と
両
立

し
や
す
い
こ
と
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

既
存
の
授
業
に
と
ら
わ
れ
な
い
学
び
を

提
供
す
る
多
文
化
学
際
科
目
群

　

学
習
院
女
子
大
学
の
教
育
の
第
二
の
特

（1） 国際文化交流学部の３つの学科
　日本文化学科では、民俗・歴史、日本語・日
本文学、芸術文化・アートマネジメント、現代
文化の４つのフィールドから総合的に日本文化
を理解し、その伝統と特質について世界に発信
する能力を培う。
　国際コミュニケーション学科では、国際関係、
コミュニケーション、比較文化・地域研究とい
う３つの柱を軸とし、国際社会のあるべき姿や、
異文化理解、いかに相互関係を構築するかなど
について学ぶ。
　英語コミュニケーション学科では、２年次に
全員がカナダのレスブリッジ大学で６カ月間の
留学を行うなど、少人数制で高度な英語コミュ
ニケーション力を養うほか、国際社会、国際関
係などについて学ぶ。

（2） 海外同時授業
　2012年９月にスタートしたプログラムで、日
本にいながらにして海外で同時に行われている
授業を受講できる。環太平洋地域の社会経済や
国際関係を学際的に探求することが目的。リア
ルタイムで質問したり、学生同士で討論を行っ
たりと、学生たちは英語で活発に参加している。
2023年度からは韓国・誠信女子大学との同時授
業開始。

（3） 伝統文化演習科目群
　日本の伝統文化について、実技と知識の両面
から理解を深めるために用意された共通科目で、
全学科の学生が履修可能。著名な講師陣から講
義・実技指導を受け、文化的背景から歴史に至
るまでの知識も身につけることができる。

（4） f-Campus（５大学間単位互換制度）
　学習院女子大学、学習院大学、早稲田大学、
立教大学、日本女子大学の５大学が2001年度か
らスタートさせた、学部レベルでの本格的な単
位互換制度。各大学が提供する科目は併せて
2000科目以上を数える。

●2023年度開始 新カリキュラムの詳細はこちら

https://gwc-gakushuin.jp/next_stage/

２
０
２
３
年
度
は
さ
ら
に
韓
国
の
誠
信
女

子
大
学
と
の
海
外
同
時
授
業
を
秋
学
期
か

ら
開
始
し
、
異
文
化
体
験
の
機
会
を
さ
ら

に
強
化
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ジ
ェ
ン

ダ
ー
研
究
の
多
面
性
・
多
様
性
を
扱
う

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」、
国
際

機
関
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
専
門
官
に
よ
る
講
義
を
受

け
ら
れ
る
「
指
標
に
よ
る
国
際
比
較
」、

多
様
な
視
点
か
ら
日
本
を
深
堀
り
す
る

「
日
本
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
一
例
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
際
的
・
複
眼

的
な
講
義
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

小
規
模
な
大
学
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

世
界
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
実

務
・
研
究
両
面
の
多
彩
な
専
門
分
野
を
持

つ
教
員
が
、
学
生
の
学
び
の
た
め
に
協
力

で
き
る
体
制
が
あ
る
学
習
院
女
子
大
学
な

ら
で
は
の
も
の
で
す
。
学
生
た
ち
は
、
こ

れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
異
文
化

理
解
や
課
題
解
決
の
た
め
の
視
点
を
養
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
科
目
群
と
し

て
伝
統
文
化
演
習
科
目
群
  （3）

が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
茶
道
や
華
道
、
書
道
、
香
道
、
有

職
故
実
な
ど
の
科
目
が
あ
り
ま
す
。
比
較

文
化
論
、
日
本
思
想
史
、
歴
史
学
、
そ
し

て
象
徴
論
、
そ
の
意
匠
や
美
意
識
の
形
成

過
程
な
ど
を
扱
う
様
々
な
科
目
と
学
び
が

繋
が
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
深

く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
に
も

人
気
の
科
目
で
す
。

　

学
習
院
女
子
大
学
の
学
び
は
本
学
の
中

に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
近
隣
５
大
学
の
単
位

互
換
制
度
「f-Cam

pus

  （4）

」
を
利
用
し
、

他
大
学
の
正
規
授
業
を
履
修
で
き
ま
す
。

丁
寧
な
指
導
と
き
め
細
や
か
な

キ
ャ
リ
ア
就
職
支
援

　

第
三
の
教
育
の
特
徴
は
、「
小
規
模
校

な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
で
丁
寧
な
指

導
」
で
す
。
１
〜
２
年
生
の
基
礎
演
習
、

３
〜
４
年
生
の
専
門
演
習
に
お
い
て
も
、

各
学
年
10
名
程
度
と
い
う
お
互
い
が
分
か

る
集
団
の
中
で
、
探
求
的
で
協
働
的
な
学

び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
学
生
と
教
職
員

と
の
距
離
も
近
く
、
学
生
生
活
を
満
喫
で

き
る
絶
好
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
丁
寧

な
指
導
は
、
教
職
や
図
書
館
司
書
と
い
っ

た
資
格
の
授
業
や
キ
ャ
リ
ア
就
職
支
援
な

ど
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

近
年
、
大
学
の
「
就
職
力
」
が
よ
り
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学

習
院
女
子
大
学
で
は
学
生
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
育
成
を
徹
底
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
、
高
水
準
の
就
職
力
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
１
年
次
か
ら
３
年
次
の
各
学
年

に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
学
生
の

状
況
に
応
じ
て
随
時
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
・

実
施
。
個
別
面
談
や
進
路
決
定
者
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
制
度
な
ど
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
た

２
０
２
３
年
３
月

卒
業
生
の
就
職
率

は
99
・
０
％
に
達

し
、
著
名
４
０
０

社
へ
の
実
就
職
率

も
全
国
女
子
大
学

１
位
（
卒
業
生
５
０
０
人
以
下
の
大
学
、

大
学
通
信
調
べ
）
な
ど
、
高
い
成
果
を
収

め
て
い
ま
す
。

３
つ
の
柱
か
ら
な
る

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
制
度

　

学
習
院
女
子
大
学
で
は
２
０
２
３
年
度

か
ら
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
新
設
」「
国
際
的
・
学
際
的
な
学

び
の
強
化
」「
探
求
的
で
実
践
的
な
学
び

の
深
化
」
の
３
つ
の
柱
か
ら
な
る
、
新
し

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
設
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
へ

の
移
行
が
今
後
さ
ら
に
進
む
中
で
、
文
系

で
も
デ
ー
タ
を
読
み
解
く
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
必
要
単
位

を
修
得
し
た
学
生
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

国
際
的
・
学
際
的
な
学
び
の
強
化
と
し

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
を
横
断
的

に
学
ぶ
科
目
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
た

海
外
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

探
究
的
で
実
践
的
な
学
び
の
深
化
に
関

し
て
は
、
学
生
が
自
ら
テ
ー
マ
を
見
つ
け

て
研
究
す
る
「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

ス
タ
デ
ィ
（
課
題
研
究
）」
を
新
た
に
設

置
。
希
望
し
て
い
る
職
業
の
関
連
分
野
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
習
院
女
子
大
学
は
伝
統
を
重
ん
じ
つ

つ
も
、
中
長
期
的
な
ス
パ
ン
を
の
も
と
で

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
力

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

学習院女子大学から世界へ 〜グローバルネットワーク

学習院女子大学

067 卓越する大学 学習院女子大学 066

China
■清華大学

Canada
■ノーザン・ブリティッシュ・
　コロンビア大学
■レスブリッジ大学
■カナダ語学研修

U.S.A.
■ミズウリ南部州立大学
■カリフォルニア大学
　デービス校
■ウェストアラバマ大学
■ボーリング・グリーン
　州立大学
■ワシントン・セミナー

Korea
■誠信女子大学
■梨花女子大学

Australia
■ディーキン大学
■オーストラリア語学研修

Taiwan
■国立高雄大学
■静宜大学
■実践大学

Vietnam
■ベトナム国際協力研修

Thailand
■アサンプション大学

Laos
■ラオス国立大学
■ラオス国際協力研修
　（オンライン）

Rwanda
■ルワンダ
　国際協力研修
　（オンライン）

Europe
■タリン大学（エストニア）
■ワルシャワ大学（ポーランド）
■ハンブルク大学（ドイツ）
■ミュンヘン大学（ドイツ）
■パラツキー大学（チェコ）
■ブカレスト大学（ルーマニア）
■西部カトリック大学（フランス）
■ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学（イタリア）
■中欧国際協力研修
　（クロアチア、マケドニア、セルビア、モルドヴァ、オーストリア）

U.K.
■リーズ大学

■協定大学
■海外研修


